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要旨 
映画視聴と演劇上演を融合した日本語授業で、学習者が「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教
師」「観客」とインターアクションしつつ、言語能力、社会言語能力、社会文化能力をいかに育
成していったかを分析した。そして、映画視聴をもとに、演劇の形で自身の言語と身体で表現し
ていく様子を述べた。本実践では、コース前半に、映画を視聴して様々な授業活動を行った。言
語能力育成としては、ディクテーション、アフレコ、単語クイズなどで、映画を理解して自己で
再生するという、「学ぶ対象」である映画とのインターアクションを行った。社会言語能力育成
としては、ストーリーテリングなどで、「学ぶ対象」から読み取ったことを「仲間の学習者」や
「教師」と共有するというインターアクションを行った。社会文化能力育成としては、映画の意
見ワークシート記入、テーマ分析発表を行い、映画という「学ぶ対象」をもとに「自己」の考え
を深め、それを「仲間の学習者」や「教師」と共有するというインターアクションを行った。コ
ース後半に、視聴した映画を参考に演劇上演をした。それにより、学習者達は、映画という「学
ぶ対象」を再度分析しつつ、「自己」と向き合い、「仲間の学習者」「教師」「観客」と演劇を作り
上げるというインターアクションを行った。以上、様々な活動で様々な対象とインターアクショ
ンを行うことで、多角的にインターアクション能力が育成されることが分かった。 
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ABSTRACT 
In this study, I analyze how students in a Japanese language classroom improved their interactional 
competences by watching movies and creating theatrical plays, using activities requiring interaction with 
“subjects of study”, “self”, “other students”, “a teacher” and “an audience”。  First, the students watched 
five movies and worked on several classroom activities in order to improve their interactional competences 
(linguistic, socio-linguistic and socio-cultural competences)。  Through linguistic activities (dictations, 
after-recording and vocabulary quizzes), the students comprehended and reproduced the movies aurally 
and literally, thereby interacting with the movies as “subjects of study”。  Through socio-linguistic 
activities (storytelling), the students interacted with “other students” and “a teacher” by expressing what 
they had interpreted from the movies。  Through socio-cultural activities (writing their own opinions and 
presenting their analyses of the movies), the students interacted with “themselves”, “other students” and “a 
teacher”, deepening their own opinions by analyzing the movies。  Next, the students created their own 
theatrical plays based on the five movies they watched in the classroom, and performed their plays at the 
Lecture Hall。  Through these activities, students analyzed the movies as “subjects of study” again, faced 
“themselves”, and created theatrical plays by interacting with “other students”, “a teacher” and “an 
audience”。  I conclude that the students improved various aspects of their interactional competences by 
interacting with different objects through these activities。 
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１. はじめに 

学習者が日本語を用いて様々な行動を行っていく際、そこでの状況や対象と自分との関わりを分析

し、判断し、他の人とも協力しながら行動していく能力が必要である。こうした能力を本研究では、

「インターアクション能力」と呼ぶ。インターアクション能力育成のために、日本語授業でどのよう

な教室活動を行うべきか検討する必要がある。そこで、本研究では、映画視聴とそれを生かした演劇

上演を融合した日本語授業を取り上げ、その中で、どのようなインターアクション能力を育成してい

けるかを分析し、その有効性について検証する。そして、映画視聴と演劇上演を融合させて日本語授

業に取り入れていく意義について述べる。 

まず、関連する先行研究を概観し、授業概要と分析データについて述べた後、映画視聴と演劇上演

の各活動を分析し、最後に今後の課題について述べる。 

 

２. 先行研究 

まず、インターアクション能力とインターアクションの対象についての先行研究を概観する。次に、

映画視聴と演劇上演の利点についての先行研究を概観する。これらをもとに、映画視聴と演劇上演を

日本語授業に取り入れることの意義と、この両者を融合させることの利点について述べる。 

 

2.1 インターアクション能力 

会話教育を中心に議論した中井（2010, 2012）では、会話に参加するためのインターアクション能

力について、以下のように定義している。 

「インターアクション能力」とは、状況や人間関係などの社会的な文脈の中で人と関わりを持つ中

で、相手と協力して、瞬間瞬間に生成されるインターアクションを動態的に調整しつつ、言語行動

（語彙・文法・音声・文字）、社会言語行動（コミュニケーション）、社会文化行動（実質行動）が

適切に行える能力である（中井2010:13，2012）。 

図1は、インターアクション能力の３段階を図示したものである。図1のように、インターアクシ

ョン能力の基盤となるものは、実質行動が行える社会文化能力であり、その中には社会言語能力と言

語能力が含まれる（ネウストプニー1995）。  

 

 

 

 

 

図1 インターアクション能力（行動）の３段階（ネウストプニー1995，中井2010:10，2012） 

 

まず、「言語能力」とは、文法、語彙、発音、文字に関する能力である（ネウストプニー1995）。言

語能力育成のための教室活動としては、例えば、語彙や文型を覚える、音声を聞き取ってディクテー

ションする、発音を繰り返し練習するなどの活動が挙げられる。 

次に、「社会言語能力」とは、「だれが、どこで、何を、どう言う（聞く、書く、読む）かというル

ール」に関する能力である（ネウストプニー1995:41）。社会言語能力育成のための教室活動としては、

例えば、長いストーリーの内容を把握する、ストーリーを順を追って説明するといった、談話レベル

の文章や発話を理解し産出する活動が挙げられる。  

そして、「社会文化能力」とは、日常生活の食べる・物を作るなどの行動や政治・経済、思考などに

関する能力であり、言語能力，社会言語能力を含むインターアクション能力の基盤となる能力である

      社会文化能力（社会文化行動＝実質行動）  基盤 

 社会言語能力（社会言語行動） 

言語能力（言語行動） 



 

- 3 - 

（ネウストプニー1995）。社会文化能力育成のための教室活動としては，例えば、映画のテーマと自己

との関わりや、登場人物と自分との共通点・相違点、登場人物に共感できる点とできない点などを深

く考察する活動などが挙げられる。また、身体を用いて何かの実質行動をするような演技なども社会

文化能力育成のための授業活動である。 

こうした学習者の言語能力、社会言語能力、社会文化能力といったインターアクション能力を総合

的、かつ、多角的に育成することが重要である。そのためには、映画などから受け取った情報につい

て、学習者がほかの様々な人と共有し、議論しつつ、自分なりに分析・解釈し、それを自身の表現と

して産出するプロセスを経験するのが有効であろう。こうしたインターアクション行動を教室活動で

体系立てて行うことで、学習者のインターアクション能力がより向上すると考えられる。 

 

2.2 インターアクションの対象 

先述の中井（2010，2012）が定義した会話の中でのインターアクション能力は，「相手と協力して」

インターアクション行動を行う能力であった。そのため，インターアクションをする対象は，他の誰

か，つまり，会話相手である。しかし，読解活動や映画視聴活動，聞く，書く活動などの総合的な活

動の場合は， インターアクションをする相手や対象はさらに広がるはずだと考えられる。  

読解の授業でのピアリーディング活動の研究を中心とした舘岡（2007）は、学習者が「学ぶ対象」

「自己」「仲間の学習者」と「対話」することによって、学びが促進するとしている。 

「学ぶ対象」とは、学習者を取り巻く社会や世界のことである（舘岡2007）。そして、学習者がテ

キストを読んで理解する過程で、テキストやその作者との対話が起きるという（舘岡2011:43）。 

また、同時に、テキストやその作者との対話を通して、学習者は、「自己の考え方や見方を吟味する」

ため、「自己」と対話が起こるという（舘岡2007:62）。この「自己との対話」によって、内省を深め、

自分のものの見方や生き方、自分が何者なのかを見直し、発見していく（舘岡2007:62）。 

こうした「学ぶ対象」と「自己」との対話は、授業に共に参加する「仲間の学習者」との対話によ

ってより深まるという（舘岡2007）。つまり、「仲間の学習者」と同じテキストを読み、お互いの理解

を確認することで、テキストへの理解が深まるとともに、「仲間の学習者」への理解が深まり、そして、

「自己」への理解も深まるのである（舘岡2011:41）。ここにこそ、授業活動でテキストを読む意義

があると、舘岡（2011:41）は述べている。 

舘岡（2007:63）は、こうした「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」との「対話」は、三位一体にな

ってこそ促進され、スパイラルに絡み合って学びが進むとしている。そして、「教師」の役割は、こう

した三位一体による学びの深化を促進させるために、授業活動をデザインし、学習者の活動に介入し

たり促したりしつつ支援することであるとしている（舘岡2007:63）。 

筆者も、舘岡（2007, 2011）が主張する「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」との「対話」の必要

性に賛成である。どのような授業活動を行う場合も、常に、これらが三位一体となるように促進して

いくべきである。ただし、舘岡（2007, 2011）の実践は読解を中心とした活動であるため、映画視聴

や演劇上演の活動など、他の授業活動をデザインする際は、以下の３点から、より発展的に広い視野

から捉え、検討する必要があると考える。 

まず、「対話」というディスカッションなどの話すことを中心とした社会言語行動だけに焦点をおく

のではなく、実質行動も含めたインターアクション行動というより広い観点から授業活動のあり方を

検討し、言語と身体の活動を総合的に捉える必要があると考える。話すという社会言語行動だけでな

く、身体を用いて演じたりする実質行動を行う社会文化行動も含めたインターアクションを「学ぶ対

象」「自己」「仲間の学習者」とスパイラルに行っていくことで、学習者のより豊かな学びが促進され

るからである。 
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次に、「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」が三位一体となるように「教師」が下から支えつつ、時

に活動に介入していくことが重要であると考える。そのため、「教師」自身も学習者と活発にインター

アクションを行っていく対象として、自ら活動に積極的に参加し、学習者に刺激を与える存在になる

ことも必要であると考える。 

さらに、インターアクションを行う対象は、主に、学習者同士や学習者と教師といった教室内の者

だけでなく、教室外の多くの他者にまで広げていくことも積極的に検討すべきであると考える。これ

によって、より多角的なインターアクション能力を育成することができるといえる。 

したがって、学習者が「対話」より広い行動を包括する「インターアクション」を、「学ぶ対象」「自

己」「仲間の学習者」、そして、「教師」やその他、「教室外の多くの他者」とスパイラルに行っていく

ことで、より多角的なインターアクション能力の育成が促進されると考える。また、それぞれの対象

とインターアクションを行うことで、お互いの考えを共有し、相互理解を深めることができるといえる。 

 

2.3 映画視聴の利点 

映画やテレビなどの映像の視聴について、飛田（2002:11）は、間接体験にすぎないにもかかわらず、

日常とは異なる別の時間の中で作品の登場人物と自分が一体化してしまうことがあるため、直接体験

のようなインパクトを持つとしている。こうした映画などの映像を「学ぶ対象」としてインターアク

ションするような教室活動には意義があると考えられる。そして、読解授業と同様に、「学ぶ対象」と

インターアクションを行いつつ、多角的にインターアクション能力の育成が促進できると考えられる。

つまり、映画という音声・映像の「学ぶ対象」から映画監督や俳優などの世界観やメッセージを受け

取り、自己との関わりを深く考察する過程で、「自己」とのインターアクションが起こり、またそれを

「仲間の学習者」や「教師」「教室外の多くの他者」と共有し、議論するといったインターアクション

を行う。こうしたインターアクションの過程をスパイラルに行うことによって、「学ぶ対象」「自己」

「仲間の学習者」、「教師」、「教室外の多くの他者」への理解が相互により深化していき、学習者のイ

ンターアクション能力の育成がより促進されるのである。 

 

2.4 演劇上演の利点 

 映画は、音声・映像といったメディアである。それに対して、人間自身の身体は、唯一無二の貴重

なマルチメディアである（保﨑2002:75）。つまり、人間の身体は、情報を受信し、それに自身の価値

判断を加えて編集し、状況に応じてメッセージを言語と身体を用いて巧みに伝えるのである（保﨑

2002:75）。人間自体が唯一無二の貴重なメディアだとすれば、言語を含む身体を用いた自己表現をす

ることは、学習者がインターアクションを行う上で重要であろう。よって、インターアクション能力

を育成する上で、言語と身体を用いる演劇を授業活動に取り入れることは有効だと考えられる。 

特に、佐野（1995:209）が述べるように、語学教育に演劇の活動を取り入れることによって、学習

者が架空の状況の中で架空の人物になってインターアクションの疑似体験ができる。その架空の場面

の中でインターアクション行動を総合的に行うことで、「言語を感情や身体と結び付け、学習を“deep”

にする」（佐野 1995:209）ことができるのである。よって、日本語でのインターアクション行動を内

在化させるためには、感情や身体と結び付けるより総合的なインターアクションが行える演劇が有効

であると考える。 

現代演劇の役割について平田（1998:39）は、「私に見えている世界を、ありのままに記述すること」

であり、それが表現の欲求なのだとしている。そして、演劇のエピソードを考える際、大量の読書や

映画視聴、取材を行ってアイデアを得るという（平田1998：106）。さらに、平田（1998）は、「一人

ひとりの言語の内容、一人ひとりが使う言語の範囲」（p.150）を「コンテクスト」と呼び、俳優は自
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身のコンテクストの範囲を認識し、演じる配役のコンテクストの広さを知り、コンテクストを広げる

トレーニングを積むことが必要だとしている（pp.161-162）。特に、外国語を学ぶことで、自身のコン

テクストを知り、「まったく異なった文化背景を持った身体のコンテクストに触れる」（平田1998：164）

ことができるため、自身のコンテクストが広げられると考えられる。つまり、学習者が演劇をするこ

とで、日本語という外国語の言語と自身の身体を用いてインターアクションをするため、自身のコン

テクスト、すなわち、自己表現の幅が広げられるのである。 

さらに、平田（1998：201）は、演劇をする際に、作品内の役柄同士、演劇集団内の演出家・俳優、

劇場での表現者と観客という３種類の対話が起こるとしている。よって、演劇を授業活動で行う場合

も、作品内の役柄同士だけでなく、作品を作る過程での学習者同士・教師とのインターアクションが

起こり、さらに、演劇舞台では観客とのインターアクションも期待されるのである。そして、学習者

が演劇のシナリオを作成する際、視聴した映画などの「学ぶ対象」と再度インターアクションを行い

ながら、その世界観やメッセージを考え直し、自分はどのように感じるか、自己との関わりは何かを

考察して、「自己」と再度インターアクションすることになる。このように、授業活動として演劇を作

成・上演する過程の中で、学習者は、「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教師」「観客」などとスパ

イラルにインターアクションし、それぞれへの理解を深めることができるのである。 

そこで、本研究では、学習者が映画という「学ぶ対象」とインターアクションしつつ、そこから受

け取ったメッセージを解釈し、演劇という形で自身のコンテクストとして言語と身体で表現していく

という「映画と演劇を融合させた授業」について分析する。そして、映画視聴と演劇上演という活動

のプロセスの中で、どのように「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教師」「観客」などという様々

な対象とインターアクションを行いながら、言語能力、社会言語能力、社会文化能力という総合的な

インターアクション能力を育成していけるかを述べる。  

 

３. 「映画視聴と演劇上演を融合させた授業」の概要と分析データ 

3.1 授業の概要・学習者背景 

秋田県の某大学において、中上級～上級の留学生を対象に、冬学期（1月～3月）の7週間半（100

分×２日／週）に行った日本語選択コース『映画で学ぶ日本語』を分析する。学習者は、アジア、欧

米の留学生10名であった。本コースでは、四技能を総合的に用いたインターアクション能力（言語能

力、社会言語能力、社会文化能力）の育成を目指した。そして、日本の映画視聴と演劇上演の授業活

動を通して、言語能力、社会言語能力、社会文化能力といったインターアクション能力の中でも、特

に、次の3つの能力を育成するための授業活動デザインを行い、授業を実施した。 

(1) 語彙・表現・音声・文字を理解して、豊かに表現する言語能力 

(2) 言語的・非言語的な情報を理解して、豊かに表現する社会言語能力 

(3) 文化的・社会的な情報を分析し、理解して、豊かに表現する社会文化能力 

本コースでは、映画という「学ぶ対象」から得られる情報を、様々なインターアクション活動を通

して、自身の言語と身体での表現に繋げ、インターアクション能力を育成させていけるようにした。 

まず、コース前半では、映画視聴をしながら様々な活動を行い、映画という「学ぶ対象」とのイン

ターアクションを行った。そうした活動を通して、「仲間の学習者」「教師」とインターアクションし

ながら、映画の世界観やメッセージと自身との関わりを深く考察して、「自己」の考えや表現が深めら

れるようにした。こうして、「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教師」への学習者による理解とイ

ンターアクション能力の育成を図った。 

さらに、コース後半では、視聴した映画のテーマや台詞、設定を参考に、学習者自身の言語と身体

を用いて表現する演劇上演を行った。そうした活動を通して、学習者達は、映画という「学ぶ対象」
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を再度分析しつつ、「自己」と向かい合い、「仲間の学習者」「教師」とともに演劇作品を作り上げると

いうインターアクションを行った。さらに、演劇上演の際は、「教室外の多くの他者」である「観客」

とのインターアクションの機会も持てるようにした。こうして、「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」

「教師」「観客」への学習者による理解とインターアクション能力の育成を図った。 

図2に、コース前半の映画視聴の活動と、コース後半の演劇上演の活動の関係、および、それぞれ

のインターアクションの対象を図示した。 

 

映画視聴

教室活動

演劇上演
演劇の準備

監督や俳優の
世界観・メッセージ

学習者たちの
世界観・メッセージ

コース前半 コース後半

教師

学ぶ対象

自己

仲間の学習者

観客
 

図2 映画視聴と演劇上演とインターアクションの対象 

 

このような映画視聴と演劇上演を融合させた活動を通して、学習者が視聴した映画などの「学ぶ対

象」の世界観やメッセージを分析し直し、再び「自己」「仲間の学習者」「教師」とスパイラルにイン

ターアクションしつつ、「観客」ともインターアクションできるように授業デザインした。そして、学

習者が言語と身体を用いた自己表現の幅を広げられるようにした。こうした過程で、学習者がより様々

な対象への理解を深め、多角的にインターアクション能力を向上させていくことをねらった。また、

各対象とインターアクションを行うことで、お互いの考えを共有し、相互理解を深めることも目指した。 

表1は、コースのスケジュールである。なお、映画視聴と演劇上演の各活動を区別するため、演劇

上演の活動には網掛けをつけた。 

 

表1 『映画で学ぶ日本語』スケジュール 

実施日 授業の活動 クイズ／宿題 

①1/12（水） 授業説明・映画についてのディスカッション 

『となりのトトロ』視聴、ディクテーション、内容確認

 

②1/17（月） 

③1/19（水） 

『となりのトトロ』 ・視聴、ディクテーション、 

           スクリプト確認 

   ・トトロと日本文化・生活 

    ・関連資料の読解 

・スクリプトを読み、

新しい漢字・語彙や

表現を調べ、質問事

項をまとめてくる 

『となりのトトロ』発表： 

「トトロと日本文化・生活、日本語、表現」 

④1/24（月） ・『トトロ』意見ワー

クシート 

『いま、会いにゆきます』視聴、内容確認、ディスカッ

ション ⑤1/26（水） 

『カイジ』DVD Chapter 1視聴、内容確認、関連資料の読解

・『トトロ』 内容ク

イズ 
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⑥1/31（月） 『いま、会いにゆきます』視聴、内容確認、ディスカッ

ション 

 

⑦2/2（水） ・『いま、会いにゆき

ます』単語クイズ 

⑧2/7（月） 

『カイジ』発表： 

「ストーリー解説と分析」 

 

⑨2/9（水） 『いま、会いにゆきます』視聴、内容確認、ディスカッ

ション 

『デスノート』視聴、ディクテーション 

・『カイジ』単語クイ

ズ 

『デスノート』アフレコ、視聴、スクリプト確認、 

ディスカッション 

⑩2/14（月） ・『いま、会いにゆき

ます』意見ワークシ

ート 『釣りバカ日誌15』 秋田の文化と方言 

視聴、スクリプト確認，ディスカッ

ション 

⑪2/16（水） 

演劇上演会の説明・グループ分け・テーマ決定 

・「かまくら祭り調

査」ワークシート 

⑫2/21（月） 最終発表会：「映画紹介と分析」 

演劇シナリオ作成 

・『デスノート』意見

ワークシート 

・『デスノート』単語

クイズ 

⑬2/23（水） 最終発表会：「映画紹介と分析」 

演劇シナリオ作成、舞台リハーサル 

 

⑭2/28（月） 最終発表会：「映画紹介と分析」 

演劇シナリオ確認・舞台リハーサル（2/28、29） 

 （通し稽古、発音個人レッスン） 

演劇シナリオ下書き

提出(2/25) 

⑮3/2（水） 舞台リハーサル 

演劇上演会（挨拶・作品上演・質疑応答・挨拶） 

 

 

評価は、(1)クラス参加度（20%）、(2)タスク（30%）、(3)内容・単語クイズ（15%）、(4)口頭発表・

演劇（35%）であった。 

(1)クラス参加度は、毎回のクラス出席度とクラスへの積極的な参加度を評価した。 

(2)タスクは、ディクテーション、意見ワークシートの記入などを評価した。 

(3)内容クイズ・単語クイズは、4つの各映画視聴の活動が終了後に、合計４回行った。内容クイズ

では、映画ストーリーの内容把握問題を出題した。一方、単語クイズでは、単語の穴埋め問題と、指

定キーワードを用いて映画のシーンを説明する問題を設けた（例：資料1-1資料1-2『いま、会いに

ゆきます』単語クイズ）。  

(4-1)口頭発表は、アフレコ１回と口頭発表３回を評価した。口頭発表の評価項目としては、①発表

内容（ストーリー概要、分析の深さ、面白さ、独自性）、②構成（説明の順番の分かりやすさ）、③表

現力（発音・イントネーション、文法・語彙、効果）であった。こうした言語能力・社会言語能力・

社会文化能力に関する項目について、教師が発表評価シートにコメントを記入して学習者にフィード

バックを行った（資料2『カイジ』発表評価シート）。 

(4-2)演劇は、①内容・構成（面白さ、独自性、芸術性）、②表現（発音、文法･語彙、効果：話し方、

衣装、小道具など）から評価した。 
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3.2 分析データ 

上記のような映画視聴と演劇上演を融合した日本語授業について、授業活動の具体例を挙げつつ、

学習者が記入した「単語クイズ」「意見ワークシート」、教師が記入した「発表評価シート」のほか、

学習者が作成した演劇シナリオと演劇上演会の様子を撮影したビデオ資料などから分析する。 

さらに、コース終了後に学習者に対し、コース感想アンケートと個別インタビューを行った。アン

ケートとインタビューには、ぞれぞれ10人中5名の学習者が回答してくれた。また、後日、インター

ネットを用いて2名の学習者にもインタビューを行った。学習者へのアンケートとインタビューでの

コメントは、言語能力、社会言語能力、社会文化能力のどの能力に言及しているかで分類し、クラス

活動ごとにまとめる。その結果をもとに、学習者が本実践をどのように捉えていたのかを明らかにす

る。なお、各学習者のアンケート記述とインタビュー発話の表現を活かして筆者が内容要約したもの

をデータとして示す。 

以下、映画視聴と演劇上演の授業活動で具体的にどのようなことを行い、インターアクション能力

（言語能力、社会言語能力、社会文化能力）のうち、特にどのような能力を育成することを目指した

かについて述べる。そして、実際の授業の中で、学習者がどのように「学ぶ対象」「自己」「仲間の学

習者」「教師」「観客」などという様々な対象とインターアクションを行い、それをどう感じ、相互理

解を深めていたのかを分析する。 

 

４. 映画視聴の授業活動の分析 

本コース前半に、5つの映画『となりのトトロ』『いま、会いにゆきます』『カイジ』『デスノート（ア

ニメChapter 1）』『釣りバカ日誌15秋田編』を視聴して、インターアクション能力（言語能力、社会

言語能力、社会文化能力）育成のための4技能を総合的に用いた様々な授業活動を行った。 

映画は、内容と日本語が学習者にとって分かりやすく、若者が興味が持てるテーマ、あるいは、大

学生の間に深く考えておくべきテーマについてディスカッションできるものを選んだ。『となりのトト

ロ』 では、主に、子供時代、自然、日本の生活・文化などをテーマとして取り上げた。『いま、会い

にゆきます』 では、主に、初恋、片思い、結婚、家族愛、出会い、運命などについてディスカッショ

ンした。『カイジ』 『デスノート（アニメ Chapter 1）』 では、現代社会の問題、社会風刺、人生の

教訓などについてディスカッションした。『釣りバカ日誌15秋田編』 では、秋田の言語、生活・文化

などについて紹介した（例：秋田出身者ゲストを招いた秋田弁講座と、横手かまくら祭りでの秋田文

化調査と報告を行った）。 

図3にコース前半の映画視聴の活動とインターアクションの対象を図示した。 

 

映画視聴

監督や俳優の
世界観
・メッセージ

教室活動：
理解・再現・解釈

・ディクテーション
・アフレコ
・単語クイズ
・ストーリーテリング
・意見ワークシート
・ディスカッション
・口頭発表 など

教師

学ぶ対象

自己

仲間の学習者

コース前半

 
図3 映画視聴の活動とインターアクションの対象 
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表2は、映画視聴の各活動とインターアクション行動の関係である。こうした様々な授業活動にお

いて言語行動、社会言語行動、社会文化行動を行うことによって、学習者が「学ぶ対象」「自己」「仲

間の学習者」、「教師」とインターアクションが行えるようにした。それによって、学習者がこれらの

対象への理解を深め、インターアクション能力を多角的に育成することをねらった。 

 

表2 映画視聴の活動とインターアクション行動の関係 

インターアクション行動 映画視聴の授業活動 

(1)言語行動（音声・語彙・文法・文字） 映画のディクテーション、アフレコ、単語クイズ（穴

埋め）、口頭発表 

(2)社会言語行動（談話レベルの文章や

発話を理解し産出する） 

映画スクリプト読解、読み合わせ、映画の内容把握問題、

ストーリーテリング、単語クイズ（ストーリー説明）、

口頭発表 

(3)社会文化行動（映画のテーマを分析し

て深く考察し、言語能力と社会言語能力を

駆使して自身の解釈や意見を伝え合う） 

映画の内容予測、関連資料読解、映画のテーマのディ

スカッション、意見ワークシート記入、口頭発表 

 

4.1 言語能力育成の活動 

映画のディクテーション、アフレコ、単語クイズ（穴埋め）、口頭発表とそのフィードバックを行い、

音声・語彙・文法・文字といった言語能力の育成を行った。 

まず、『デスノート（アニメ）』では、穴抜きディクテーションを行った。さらに、3つのシーンを

選んで学習者がグループでアフレコを発表した。アフレコの活動では、プロの声優の音声を各自何度

も聞いて発話練習してきて、クラスでアニメ動画とともに自然なスピードで演技しながら発話を披露

した。これは、登場人物のキャラクターを作って人前で演技するような社会言語能力と社会文化能力

を駆使する活動とも位置づけられ、コース後半の演劇上演にも繋がる活動ともなった。 

また、単語クイズは、『いま、会いにゆきます』『カイジ』『デスノート（アニメ）』をもとに教師と

学習者が作成した各語彙リストから出題した(1)。資料１-1の問題のように、特に、映画のストーリー

に基づいて教師が作成した説明文に適当な単語を選択して入れる穴埋め問題が言語能力を試す問題と

なっている。学習者は、クラスの中で視聴した映画のシーンを思い出し、説明文の文脈の中で推測し

ながら単語を使う能力を試される。 

さらに、口頭発表の言語能力の面については、教師から各学習者に対して資料2のような発表評価

シートにコメントを記入して、フィードバックを行った。言語能力に関するコメント項目としては、

「③表現力」の中でも、特に、「発音・イントネーション」、「文法・語彙」であった。 

表3に、学習者のコメントで言語能力に言及しているものについて、クラス活動ごとにまとめた。

学習者のコメントから、映画のスクリプトで語彙の確認がしやすかったこと、発表評価シートでの教

師による発音や文法のフィードバックが参考になったことが分かる。さらに、ディクテーションとア

フレコの活動もそれぞれ語彙や音声といった言語能力の育成に効果があることが分かる。しかし、学

習者によっては、字幕なしで日本語の映画を見るのに困難を感じていた者もいたようであった。 
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表3 学習者へのアンケートとインタビュー結果のまとめ（言語能力に関するコメント） 

学習者のコメント（筆者による内容要約） 

●語彙・文法・発音・文字を扱った活動 

・自分で映画を見た時、だいたい分かったと思ったが、スクリプトでしっかり学習したら、

案外知らない単語があって、勉強になった。（学習者A） 

・発表評価シートで、先生が発音や文法など、いろいろ指摘してくださって、とても勉強

になった。（学習者B） 

●ディクテーション 

・ディクテーションで穴埋めした単語は、印象に残りやすくてよい。（学習者B） 

●アフレコ 

・「カイジ」の発表や、「デスノート」のアフレコのために、映画を何度も何度も見直して

練習した。（学習者A） 

・アフレコでは、他のグループのいろいろな感情の表し方を見るのが面白かった。（学習者C） 

●聞き取り 

・字幕がないと映画を見て理解するのが大変だった。（学習者D） 

 

これらの活動では、映画を理解して自己で再生するという、「学ぶ対象」とのインターアクションが

中心であったといえる。また、ディクテーション、単語クイズや発表評価シートでは、教師が言語行

動の面でのフィードバックを行うことによって、学習者にとってのインターアクションの対象となっ

ていた。こうした活動を通して、「教師」の手助けのもと、学習者が「学ぶ対象」から学んだ語彙・文

法・発音・文字などといった言語能力の育成ができるといえる。 

 

4.2 社会言語能力育成の活動 

映画スクリプト読解、読み合わせ、映画の内容把握問題、ストーリーテリング、単語クイズ（スト

ーリー説明）、口頭発表とそのフィードバックを行い、談話レベルの文章や発話を理解し産出するとい

った社会言語能力の育成を行った。 

特に、『いま、会いにゆきます』では、単語リストを用いながら、視聴したシーンの内容をペアで話

すストーリーテリングの活動を行った。視聴したシーンから感じ取ったストーリーを自身の言語と身

体を用いて相手に伝えようとする学習者達の様子が見られた。例えば、登場人物の女性が「寒いね」

と言って淡い恋心を抱く男性のポケットにそっと手を入れるシーンを半分の学習者が視聴し、後の半

分の学習者は目を隠して視聴しなかった。その後、視聴した学習者が視聴しなかった学習者にストー

リーを説明する際、ポケットに手を入れるジェスチャーとともに自身の感動を交えて話す様子がすべ

てのペアに見られた。このように、話し手が視聴した映画のシーンを自分なりに解釈し、その感動を

伝えることで、聞き手の「仲間の学習者」は、話し手の解釈を通してその世界観を理解し、また、「学

ぶ対象」の映画のメッセージを共有することができるといえる。 

また、『いま、会いにゆきます』、『カイジ』の単語クイズでは、資料１-2の問題のように、指定キ

ーワードを用いて映画のシーンを説明する問題で社会言語能力を試した。記述例(1)では、学習者Ｘが

自身の言葉として「居心地」「落ち着く」「ベストポジション」というキーワードを用いてストーリー

を説明している様子がうかがえる。 

記述例(1)：単語クイズのストーリー説明問題の記述例（学習者Ｘ）（巧と澪の関係の説明） 

高校のとき、巧がいつも澪のとなりの席にすわっていて、その一緒にいる居心地が昔でも今（澪

がかえってきた今）でも消えていなさそうです。巧の肩に寄り近づくと、心が落ち着くようにな

ります。それが二人のベストポジションとなってきました。 

（資料1-2より抜粋） 
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 さらに、口頭発表の社会言語能力の面についても、資料2のように、「①発表内容」の「ストーリー

概要」、「②構成」、「③表現力」の非言語行動、提示資料といった「効果」などの点から発表評価シー

トにコメントを記入して、フィードバックを行った。 

表4に、学習者のコメントで社会言語能力に言及しているものについて、クラス活動ごとにまとめ

た。学習者のコメントから、視聴した映画のシーンを自身の言葉で他者に表現していくことの喜びや

大切さが伝わってくる。また、日常用いられる社会言語的な日本語の表現を映画視聴で学べたとして

いる学習者もいた。 

 

表4 学習者へのアンケートとインタビュー結果のまとめ（社会言語能力に関するコメント） 

学習者のコメント（筆者による内容要約） 

●ストーリーテリング／単語クイズ（ストーリー説明） 

・自分が映画を見て、相手にストーリーを説明して相手が分かってくれると嬉しい。自分が

ストーリーテラーになったような気持ちになれる。（学習者D） 

・クイズで単語を使ってストーリーの要約文を作るのが良かった。もっと考えさせるので、

単語が覚えやすくなって、一番身に付くと思う。これらのシーンと単語は、クラスで口頭要

約をして練習していた。もっとクラスの口頭要約とクイズの要約文作成をリンクさせた活動

をたくさんした方がよい。（学習者C） 

●日本語の表現 
・映画で、感情の表し方など、日本人っぽいリアクションや言葉が学べた。（学習者D） 

・映画で日本語を勉強することによって、日常的な日本語が学べた。特に、『いま、会いに

ゆきます』は、一番日常的で、会話の日本語に役立つ。（学習者C） 

 

これらの活動では、映画という「学ぶ対象」から読み取ったことを「仲間の学習者」や「教師」に

説明して共有するというインターアクションが中心であったといえる。こうした活動を通して、学習

者が「学ぶ対象」から伝わってきた世界観やメッセージを自身の言語と身体を用いて「仲間の学習者」

や「教師」に伝えていくとった社会言語能力の育成ができるといえる。そして、聞き手の「仲間の学

習者」も、話し手の学習者がどのように「学ぶ対象」の映画を見て感じたのかを言語と身体から理解

し、共有できるといえる。 

 

4.3 社会文化能力育成の活動 

映画の内容予測、関連資料読解、映画のテーマのディスカッション、意見ワークシート記入、口頭

発表とそのフィードバックを行った。こうした活動を通して、映画のテーマ（学ぶ対象）を分析して

自己との関わりから深く考察し、言語能力と社会言語能力を駆使して自身の解釈や意見を伝え合うと

いった社会文化能力の育成を行った。  

『デスノート』は、死神が悪戯に人間界に落としたデスノートをライトという天才少年が拾い、自

身の正義の判断で、そのノートに凶悪犯の名前を記入して、心臓麻痺で次々と殺していくというスト

ーリーである。この『デスノート』のアニメ版Chapter 1の部分をクラスで視聴した後、意見ワーク

シートのテーマについて、グループで話し合った。その後、宿題として、各自、意見ワークシートに

自身の意見や感想を書いてくる課題を与えた。テーマとしては、「現代社会の犯罪について」「法律や

宗教の必要性」「デスノートで人間が人間を裁くことに対する賛成・反対意見」「自分がデスノートを

拾ったらどうするか」「どうしたら犯罪が減るか」「『デスノート』のメッセージは何か」といったもの

であった。こうしたテーマについて問うことで、学習者が社会の問題点、登場人物と自分との共通点・

相違点などを深く分析し、『デスノート』の世界観やそこから伝わってくるメッセージを自身の問題と
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して関連づけて考察することをねらった。 

資料3は、『デスノート』意見ワークシートの例である。学習者Bが、デスノートを用いて人間が人

間を裁くこと、法律の無能さ、人間が神になれたと錯覚する奢り、教育の重要さなどについて、自分

なりに深く考えて自身の意見を述べている様子がうかがえる。その他の学習者も、同テーマに関して、

この世の腐敗、悪い人といい人を分ける基準とは何か、悪人を殺してもすべての罪が裁けないこと、

法律で人間を守ることの重要さ、人間の不完全さ、命の価値、正義とは何かなどについて、意見ワー

クシートで議論していた。こうした活動を通して、学習者達は、『デスノート』に秘められた人間や社

会とは何かという風刺のメッセージを自分なりに深く考察し、それを意見ワークシートにまとめるこ

とで、「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教師」とインターアクションをスパイラルに行った。 

次に、映画の分析についての口頭発表も行った。テーマは、(1)『トトロ』に見られる日本文化（個

人発表）、(2)『カイジ』の粗筋とテーマ分析（グループ発表）、(3)お勧めの日本映画の粗筋とテーマ・

魅力の分析（個人発表）であった。発表では、学習者が文化・生活や、愛や友情、正義と犯罪、人間

の欲、生と死、成長、勇気、信頼などを映画のテーマとして取り上げて、テーマ分析とディスカッシ

ョンを行った。さらに、口頭発表の社会文化能力の面については、「①発表内容」「分析の深さ、面白

さ、独自性」などの点から発表評価シートにコメントを記入して、フィードバックを行った。 

資料2は、学習者Ｇが行った『カイジ』の分析発表に対する教師のフィードバックのコメントであ

る。記述例(2)は、資料2の「①発表内容」の「分析」に対するコメントの部分である。『カイジ』は、

フリーターで何をやっても続かず借金まみれの「負け組」の若者のストーリーである。このストーリ

ーでは、「負け組」の若者カイジがお金と人生を賭けた様々なゲーム（ジャンケン、鉄骨渡り、カード）

に果敢に挑戦し、人間的に成長していく様子が描かれている。この映画の序盤のジャンケンゲームの

シーンを分析した学習者Ｇは、カイジの成長過程のはじまりについて発表した。それに対して、教師

は、記述例(2)にあるように、カイジの成長過程のはじまりについて、様々な点からもう少し分析を深

めた方がよいとコメントしている。このように、学習者が映画という『学ぶ対象』から考察したメッ

セージを発表することで、「仲間の学習者」と「教師」と共有することができる。そして、その学習者

の分析について教師がフィードバックすることで、学習者の分析がより深められるように働きかけて

いる。 

記述例(2)：「発表評価シート」での教師の記述例（学習者Ｇの『カイジ』の分析発表に対して） 

ジャンケンゲームはまだ１回戦なので、カイジはまだ完全には変わっていないのだが、変わる過

程にあるという点がおもしろかったです。前のカイジが努力しない無気力な若者だったのが、ジ

ャンケンゲームで必死になって頭を使って勝とうとする、自分から積極的に努力しようとしてい

る姿、自分から選んで石田とともに別室に送られることにした決心などについてもう少し深く分

析して、カイジの変化の過程を説明できるともっとよかったと思います。 

（資料2より抜粋） 

 

表5に、学習者のコメントで社会文化能力に言及しているものについて、クラス活動ごとにまとめ

た。学習者のコメントから、意見ワークシートでの問いについて、学習者が時間をじっくりかけて自

己と何度もインターアクションしながら答えようとしていたことが分かる。また、映画の分析発表や

ディスカッションで内容理解が増しただけでなく、お互いにどのようなことを考えているのかという

相互理解が深まったということも分かる。このことから、クラスで映画視聴する意義が確認できる。

さらに、「人生のことも色々教えていただいた」とする学習者もいるように、日本語という言語や社会

言語を越えて、人生といった社会文化的に重要な事項も学べたようである。その他、映画の分析発表

のために、インターネットの書き込みや映画監督のコメントを参考にする学習者もいた。これは、「教
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室外の他者」とのインターアクションを学習者が主体的に行っていることになる。また、一度視聴し

たことがある映画について再度分析することで、新たな視点が得られたとする者、教師からの分析内

容に関するフィードバックでより深く考える必要性が喚起された者などもいた。 

 

表5 学習者へのアンケートとインタビュー結果のまとめ（社会文化能力に関するコメント） 

学習者のコメント（筆者による内容要約） 

●意見ワークシート 

・ワークシートを書く時に、本当に深く考えて、自身の考えを改めて見つめ直せた。（学習

者A） 

・教師がワークシートに記入してくれたコメントで、自身の意見をもっと深く考え直すこと

ができた。（学習者A） 

・ディスカッションの時は、考える時間がなく、十分に言いたいことが言えなかった。しか

し、ワークシートの宿題では、時間をかけて自分の意見を考えて十分言えたので、一番好き

だった。（学習者E） 

●映画分析/ディスカッション 

・いろいろなテーマについて、クラスでディスカッションできたのが良かった。みんながど

う考えているのか分かって、感心した。特に、恋愛のトピックには、興味があるので、嬉し

かった。 （学習者B） 

・ディスカッションすることで、内容理解が深まったし、難しい言葉を使う練習ができた。

（学習者D） 

・自分一人でただ見るだけより、分析したり、資料を読んだり、先生に教えてもらったりし

て、もっと深い意味が分かった。映画によって、日本の生活・文化が学べた。（学習者B） 

・勉強のことだけじゃなくて人生のことも色々教えていただいた。 （学習者F） 

●映画分析の口頭発表 

・『カイジ』の発表の準備のため、2、3回見た。（学習者D） 

・最終発表で各自好きな映画を分析して、その映画がもっと深く分かった。パワーポイント

を作成している途中、いろいろなことを考えた。映画をはじめに見た時に分からなかったこ

とについて、ネットで評論家など色々な人のコメントを見て考えた。（学習者E） 

・最終発表の準備で、分析の部分が大変だった。『千と千尋の神隠し』についてネットで調

べたら、自分が思っていたより、映画監督がもっと深いメッセージを述べていたので、それ

を自分の言葉で発表するのが難しかった。（学習者C） 

・『フラガール』のストーリーは分かりやすく面白いので、発表した。発表前にもう 1 度見

て、どのシーンを紹介するか選んだ。方言やその時代の生活が分かった。（学習者D） 

・色々な映画の分析をして新たな視点を得ることができた。また、映画のメッセージについ

ても新たに気づくことができた。例）トトロに見られる生活・文化、自然を大切にするとい

うメッセージ、ライトの考え方が正しいかどうか（学習者D） 

・発表評価シートで、先生から日本語の表現だけでなく、映画の分析の深さなどのアドバイ

スがあり、自身は深く考えるのが得意だと思っていたのが、指摘されて少し恥ずかしくなっ

た。でも、勉強になった。（学習者A） 

 

これらの活動では、映画という「学ぶ対象」を深く分析するというインターアクションをもとに、

「自己」とインターアクションを行って自身の考えを深め、それを「仲間の学習者」や「教師」とデ

ィスカッションや口頭発表で共有して深めていくというインターアクションが中心であったといえる。

こうした活動を通して、学習者が映画の世界観やメッセージを自身との関わりから考察し、それを自

己表現として「仲間の学習者」や「教師」と共有し、相互理解していくといった社会文化能力の育成

ができるといえる。 
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５. 演劇上演の授業活動の分析 

コース前半から視聴してきた5つの映画作品のテーマや状況設定、登場人物、台詞などを参考にし

て、コース後半に、各グループで演劇を作成して上演した。演劇上演までは、学習者と教師が協力し

て、2週間ほどの時間をかけて準備を行った。以下、演劇上演の活動の概要を述べた後、演劇上演会

とそれまでの過程でのインターアクション、および、学習者の感想について分析する。 

 

5.1 演劇上演の活動の概要 

まず、学習者には、2～4人のグループになって一人あたり5分以内の演劇を作るように伝えた。つ

まり、3人グループであれば、15分以内の作品になる。そして、今までクラスで見た映画、最終発表

の映画、その他興味のある映画などを参考にして、好きなシーンの再現、または、オリジナルストー

リー、パロディーの作品を作って演じるように伝えた。 

次に、演じたいテーマやストーリーについて数名で話し合い、それをクラスで共有した。その後、

演じたいテーマが似ている者同士でグループを作った。 

そして、グループごとに演劇のテーマ設定を固め、ストーリーのアウトラインを考えた。その後、

シナリオを作成した。シナリオの下書きは、教師にメールで提出させ、教師が語彙や文法のミスをチ

ェックした。また表現やシーンの展開などが不明な点・改善した方がいい点などについては、質問事

項や代案を記入した。特に、語彙や文末表現など、登場人物のキャラクターが出るように教師から改

善案を示した。また、ストーリーの設定や展開を観客に分かりやすくするための助言や、クライマッ

クスへの繋げ方などの気づいた点も教師から指摘した。教師がチェックしたシナリオ下書きは、グル

ープの代表者にメールで返却し、次の授業までに修正版を考えて作成してくるように指示した。 

その後、グループで台詞練習と演出をし、小道具・衣装、音響、背景用パワーポイントの準備を進

め、リハーサルを数回行った。リハーサルは、授業内だけでなく、授業外でもグループごとに集まり、

何度も通し稽古を行った。その際、教師もできる範囲で立ち会い、言語的・非言語的な要素から、演

出を行った。特に、学生１人１人に対し、個別に発音指導を行った。 

演出では、配役の個性と感情が効果的に表現できるように、音声の抑揚の付け方などの話し方や、

ジェスチャーや身のこなし方などについて教師と学習者でアイデアを出し合って行った。さらに、登

場人物のキャラクター設定を明確にする、ストーリー展開のメリハリをつける、盛り上げる、笑いを

とるなど、観客を引き込む方法などについても教師と学習者で議論して演出していった。 

また、希望グループには、教師が台詞の吹き込みを配布し、繰り返し聞いて発音や抑揚が練習でき

るようにした。吹き込みの際、女性教師と男性教師の声を録音して、それぞれの登場人物のキャラク

ターが出るようにした。  

コース最終日に、大学レクチャー大ホールにて演劇作品を上演した。会場には、他の教師、留学生、

日本人学生など、20名程度の観客が参加した。上演会は、教師の挨拶から始め、各グループの上演を

行った。舞台背景は、プロジェクターでパワーポイントの写真を映し出すようにした。パソコン操作、

音響、照明は、教師が行った。 

１つのグループ上演後、次のグループが舞台準備をしている間に、観客と出演者による質疑応答を

行った。最後に全員の学習者と教師が舞台で挨拶をして、学習者一人一人が演劇を行った感想を述べ

て終了した。 

なお、演劇上演会は、大学院生のアルバイトに頼んですべて撮影してもらい、後日DVDに焼き付け

て、学習者全員に配布し、上演会当日に参加できなかった知り合いにも見せられるようにした。 

図4にコース後半の演劇上演の活動とインターアクションの対象を図示した。 
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演劇上演

学習者たちの
世界観・メッセージ

教師

演劇の準備：
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・テーマ設定
・シナリオ作成
・演出
・練習 観客

学ぶ対象自己

仲間の学習者

コース後半
映画視聴

再分析・解釈

監督や俳優の
世界観・メッセージ

 
図4 演劇上演の活動とインターアクションの対象 

 

表6は、演劇上演の活動（シナリオ作成、台詞練習、衣装・小道具・背景・音響、上演、挨拶・質

疑応答）を行うことによって、どのようなインターアクション行動（言語行動、社会言語行動、社会

文化行動）に繋がるかという関係をまとめたものである。インターアクションが弱いものは空欄、や

やあるものは○、強いものは◎を記入した。表6からも分かるように、演劇上演という一連の活動の

プロセスの中で、言語行動、社会言語行動、社会文化行動を総合的に用いることになる。特に、シナ

リオ作成の過程で、参考とする映画を再度分析して、そこから映画監督や俳優の世界観やメッセージ

をつかむために、「学ぶ対象」とインターアクションを行うことになる。それをもとに、「自己」「仲間

の学習者」「教師」とのインターアクションを行い、自分達自身の世界観とメッセージを創り出し、自

身の言語と身体を用いて演劇という形で表現するのである。 

 

表6 演劇上演の活動とインターアクション行動の関係 

演劇上演の授業活動 

インターアクション行動
シナリオ作成 台詞練習 

衣装・小道具・

背景・音響 
上演 

挨拶・ 

質疑応答

(1)言語行動 ○ ◎発音  ◎  

(2)社会言語行動 ◎ 
◎言語・非言語

行動 
 ◎ ◎ 

(3)社会文化行動 ◎映画の再分析 ◎実質行動 ◎芸術 ◎ ◎ 

 

5.2 演劇上演会でのインターアクションの分析 

上演会で学習者が実際にどのような演劇作品を演じ、その背景で学習者同士や教師とどのようなイ

ンターアクションを行ってシナリオ作成や演出を行っていたかを分析する。また、学習者が前半の映

画視聴の活動で行ったインターアクションの成果をどのように演劇作品の中で活かしているかを探る。

さらに、演劇の中で学習者が「仲間の学習者」や「観客」とどのようなインターアクションを実際に

行っていたのかについても分析する。分析データは、上演会の様子を撮影したビデオ資料とその文字

化資料、および、シナリオ作成や演出などに関する学習者と教師のメールや口頭でのやり取りの記録

である。なお、文字化資料中の観客の笑いの長さを「ー」の数で示し、笑いの長さによって観客がど

の程度、学習者達の演劇の世界に引き込まれ、参加していたかも示す。 

表7は、学習者達が上演した演劇作品の粗筋である。以下、演劇作品①と②のシーンを例として取
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り上げて分析する。 

 

表7学習者の演劇作品(グループ①、②、③) 

演劇作品 配役（学習者） 粗筋 

①『私の先輩が好

きになってくれ

るわけがない』 

（7分40秒間） 

先輩男子高生（D） 

後輩女子高生（X） 

友人女子高生（Y） 

『いま、会いにゆきます』など様々な映画のテーマや名台詞

を織り交ぜたストーリー。片思いの先輩を落とすために、女

子高生が友人から教えてもらった様々な作戦を試してみる。

最後に先輩は後輩の真実の愛に気づく。 

②『トトロノー

ト』 

（11分10秒間） 

死神トトロ（Z） 

ライト（G） 

探偵L（C） 

負け組の若者達（D、X） 

『トトロ』『デスノート』『カイジ』のミックスパロディー。

死神トトロが人間界に落とした「トトロ・ノート」を手に入

れたライトは，世の中をよくするため，負け組の若者達を猫

バスに招待する。猫バスの中で繰り広げられるライトとＬの

ゲーム対決をトトロが見守る。 

③『鉄骨ノート』 

（14分10秒間） 

カイジ（A） 

ライト（E） 

しぶたく（B） 

ゆうじの先生（F） 

『カイジ』『デスノート』『いま、会いにゆきます』のミック

スパロディー。名前を書かれた者は超高層ビル間の鉄骨を渡

らなければならないという「鉄骨ノート」をライトが手に入

れた。ライトは、社会の負け組の若者達と自分の名前をノー

トに書き込み、命をかけた恐怖の鉄骨渡りを始める。 

 

①演劇作品『私の先輩が好きになってくれるわけがない』 

演劇作品①『私の先輩が好きになってくれるわけがない』では、主に、『いま、会いにゆきます』の

台詞や設定を参考に、高校生の淡い恋愛ストーリーを演じている。 

上演例(3)は、ストーリーの始まりのシーンである。後輩の女子高生が思いを寄せる先輩に近づき、

「寒いね…」と言いながら、先輩のポケットの中に手を入れようとする。それに驚いた先輩は、「やめ

ろよ！何してるんだ、お前！」と叫びながら、後輩の手を振り払う。これは、コース前半にクラスで

『いま、会いにゆきます』を視聴した際に、ストーリーテリングや単語クイズで、ストーリーを説明

する活動を行ったシーンを参考にして作られたものである。ただし、ポケットに手を入れるのは同じ

だが、相手に嫌がられるというのは学習者達が考えたパロディーである。先輩が後輩にポケットに手

を入れられて嫌がるところでは、観客が大きな笑い声で演劇の世界の中に積極的に参加している様子

が見られた。 

上演例(3)：『私の先輩が好きになってくれるわけがない』 ポケットのシーン① 

｛バス亭で先輩がバスを待っている｝ 

先輩：寒い…。  

後輩：｛先輩に近づく｝先輩！ 

先輩：な、な、何だ。 

後輩：寒いね…。｛健のポケットに勝手に手を入れる｝ 

先輩：う//わーーー、やめろよ！何してるんだ、お前！ 

観客：   ｛笑いーーーーーーーーーーーーーーーー｝ 

 

上演例(4)は、ストーリーのラストシーンである。車にはねられて顔が不細工になってしまった先輩

が一人悲観しているところに、後輩が来る。そして、「私は、先輩の顔がどんなになっても、私はずっ

と先輩のことが好きですよ」と永遠の愛を誓う。後輩の真実の愛に気づいた先輩は、「お前の隣は、居

心地がいいね。俺のベストポジション。」と言う。そして、後輩が「先輩、寒いね」と言うと、先輩が

「どうぞ」と言って自身のポケットを差し出す。「お邪魔しまーす」と後輩が先輩のポケットに手を入

れ、ハッピーエンドとなる。この演劇作品は、視聴した映画をもとに、一途な後輩の思いとその真実
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の愛に気づく先輩という設定で作られている。学習者達自身の世界観でアレンジし、自身の言語と身

体を用いて表現している様子がうかがえる。また、車にひかれた先輩の唇が大きく腫れあがっていた

り、後輩が一途に愛を告げてオーバーに演技したりしているのを見て、観客も大きな笑い声で演劇の

世界の中に積極的に参加している。そして、後輩がかわいく先輩のポケットに手を入れる最後のシー

ンでは、観客が温かい笑いとともにハッピーエンドを見守っている様子がうかがえた。 

上演例(4)：『私の先輩が好きになってくれるわけがない』 ポケットのシーン② 

{先輩がタクシーにはねられ、顔が不細工になる} 

先輩：｛自分の顔を鏡で見て｝こ、こ、これが俺の顔…。あり得な い！ 

後輩：先輩、大丈夫？ 

先輩：大丈夫じゃねえよ！俺の唇… 

観客：｛笑いーーーーーーーーーーーーーーーー｝ 

後輩：はーー、私は、先輩の顔がどんなになっても、 

私はずっと先輩のことが好きですよ。 

   私は先輩のこと、諦めません！好きなの･･･ 

観客：｛笑いーーーーーーーーーーーーーーーー｝ 

先輩：そうか、そんなに俺のことを･･･今やっと分かったよ。 

お前の隣は、居心地がいいね。俺のベストポジション。 

後輩：先輩、大丈夫？ 

先輩：うん。 

｛後輩に支えられて先輩が立ち上がる｝ 

後輩：先輩、寒いね。 

先輩：ああ、じゃあ、どうぞ。 

後輩：お邪魔しまーす。｛先輩のポケットに手を入れる｝ 

観客：｛笑いーーー｝ 

 

②演劇作品『トトロノート』 

演劇作品②『トトロノート』では、コース前半に行ったアフレコや意見ワークシート、ディスカッ

ション、口頭発表などの活動を発展させ、視聴してきた映画のテーマについての自身の解釈とメッセ

ージを、演劇という形で言語と身体を用いて表現している。 

特に、『デスノート』などで「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教師」とインターアクションし

ながら考察を深めた、「人間が人間を裁くこと」「正義と犯罪」「人間の奢り」などのテーマを演劇の中

に盛り込み、観客に訴えかけていた。 

シナリオ作成の段階で教師は、演劇で観客に伝えるメッセージを明確に語ることなどについて助言

した。また、登場人物Lのキャラクターを明確にするため、一貫して「です・ます」体を用いる方が

よい点も教師から指摘して演出した。 

上演例(5)は、演劇作品２。『トトロノート』の死神

トトロの登場シーンである。猫バスに集められた負け

組と呼ばれる若者達の名前を天才少年ライトがデスノ

ートに記入し、次々に殺していく。しかし、天才探偵

Lは、デスノートに偽名を書いたため、一人生き残っ

た。そのような中、死神トトロが猫バスに現れ、Lは

腰を抜かす。そして、ライトとLは、決着をつけるた
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め、ジャンケンで勝負することにしたが、勝負がつかない。 

上演例(5)：『トトロノート』 ライトとLの対決のシーン 

｛トトロがバスに乗ってくる｝ 

トトロ：おい、ライト！今回もみんな、死んじゃったのかい？  

｛Lの方を見る｝ほお、お前、まだ生きてるじゃないか。 

L：｛びっくりして倒れる｝わああ！化け物！！ 

トトロ：驚かないで、俺はライトにデスノートを渡した死神だあ。 

ふーん、これは、面白くなるなあ。じゃ、ライト、お前どうする？ 

ライト：くそお！ 

L：｛考える顔をする｝ほお、デスノートか。直訳で、死のノート。 

さっき君は、私に「カードに名前をちゃんと書いたのか」と聞いていましたね。 

それで、私は、その紙がただの紙じゃないとわかりました。 

もしかしたら、私達に配った紙は、デスノートの紙だったのですか。 

トトロ：すげえ敵見つけたな、ライト。やはり人間は面白い。 

たぶん、こいつは、お前より頭がいいかもしれねえ。 

ライト：そんなはずはない。…じゃ、ゲームをやってみようか。 

どちらの頭が優れているのか、 

勝負しようじゃないか！ 

L：いいでしょう。私は、結構、幼稚だから、 

負けることなんか大嫌いなんです。 

覚悟してくださいよ。 

｛二人でジャンケンゲームをするが、１時間経って

もあいこのままで勝負がつかない｝ 

 

上演例(6)は、Lとの決着がつかなくて焦ったライトがトトロノートにLの名前を書いて殺してしま

うようにトトロに頼むシーンである。そして、頼まれたトトロがノートに書いた名前は、Lではなく、

ライトであった。デスノートで悪人を殺して一緒にいい世界を作ろうと思っていたのに、ライトはト

トロに裏切られ、失望のまま、心臓麻痺で死んでいく。このライトが死ぬシーンでは、どのようにラ

イトが倒れるかを教師と学習者で相談した。ライト役の学習者は、合気道の経験を活かして、うまく

倒れ込む演技を練習し、当日、舞台で披露していた。 

上演例(6)：『トトロノート』 トトロの裏切りとライトの死のシーン 

ライト：またあいこだ！ 

トトロ：このゲームは、つまらねえ… この猫バスも、もう腐ってる！ 

ライト：じゃ、あいつの名前を書いてよ、トトロ！ 

そうしたら、このくだらないゲームももう終了するだろう！ 

トトロ：そうか、そうしようか。 

ライト：｛高笑いする｝ 

トトロ：｛デスノートに名前を書く｝書いたよ、ライト。 

ライト：｛高笑いしながら｝見せろ。 

トトロ：｛デスノートに書いたライトの名前を見せる｝ 

ライト：お前、な、何をするんだよ、何で？何で僕の名前を･･･？ 
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あいつの名前を書けと言っただろう！ 

何で…何で僕の名前を･･･ 

トトロ：お前も、おもしろくない、ライト。 

ライト：お前は･･･、僕を裏切ったんだな！！トトロ･･･ 

死神のトトロ･･･「トトロノート」の落とし主･･･ 

一緒にいい世界を作ろうって言ってた 

じゃないか。･･･ううっ。｛死ぬ｝ 

トトロ：俺、そんな台詞は、一度も言ったことなんかないぜ。 

 

上演例(7)は、ライトの死を見て、最後にLが観客に訴えかけるシーンである。Lは、ライトのよう

に人間が人間を勝手な基準で裁く権利はないということを観客に語りかける。それを見ていたトトロ

は、やっぱり人間は面白い、「お前みたいなやつが好きだ」と述べる。そして、Lがトトロに飴をあげ

ようとしたところで、作品が終わる。この最後のLの語りは、シナリオ作成段階で教師から、この演

劇のメッセージを登場人物に明示的に語らせた方がテーマが明確になると助言したシーンである(2)。

特に、L の語りの中で用いられている「負け組」や「地球の掃除」という表現は、前半の映画視聴の

活動で扱った『カイジ』と『デスノート』の台詞を取り入れたものである。そして、学習者達は、ト

トロにメッセージを語らせる教師の案を取り入れつつ、L が自身の好物の甘い物をトトロにあげよう

としてトトロに断られるというユーモアのあるシーンを独自に考えて創り出し、観客の笑いをとって

いた。 

上演例(7)：『トトロノート』 Lとトトロのラストシーン 

L：死んだ。｛観客の方に向かう｝ということで、皆さん、私達は、他の誰かを「負け組」と呼ん

だり、地球の掃除だと言って、誰かの存在を消してしまっていいなんて判断する権利はあり

ません。このおろかな男、ライトのような人生にならないように生きてください。 

トトロ：お前は、本当に面白いよね。 

俺は、やっぱり、お前みたいなやつが好きだ！ 

L：｛飴をポケットから出す｝いる？ 

トトロ：いりません。 

観客：｛笑い｝ 

 

こうした『トトロノート』の上演例(5)(6)(7)の演劇シーンは、学習者達が視聴した『トトロ』『デ

スノート』『カイジ』の設定や台詞を参考に作られている。そして、学習者達が「学ぶ対象」として分

析・考察してきた映画の世界観やメッセージを再度検討し、学習者達独自の世界観・メッセージを込

めた演劇作品を授業活動で作ることによって、「自己」「仲間の学習者」「教師」とインターアクション

を行っていることになる。そして、その演劇作品を舞台で演じることで、その場に参加している「観

客」に、学習者達の言語と身体を用いて、表現することで伝えようとしているといえる。観客も学習

者達の迫真の演技に引き込まれ、神妙に聞きながら参加していた。 

各演劇作品の上演後には、観客との質疑応答を行った。演劇作品の内容面に関する観客からのコメ

ントとしては、悪いトトロが出てきたりして様々な要素が演劇作品の中に凝縮されていた、ユーモア

があって楽しかった、シナリオが凝っていた、後輩にもてるいい役で羨ましいなどといったものがあ

った。演技面に関するコメントとしては、発声が聞きやすかった、迫真の演技で一緒にハラハラドキ

ドキした、それぞれいいキャラクターでいい持ち味を出していた、チームワークが素晴らしいといっ

たものであった。また、普段、学習者達をよく知る別の日本語クラスの教師は、普段の学習者達とは
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違う一面を演劇で見られて、皆、演技が上手だと初めて分かったと述べていた。準備面に関するコメ

ントとしては、短い時間でよくここまで完成度の高いものができたと勇気づけるものもあった。さら

に、観客から出た質問としては、シナリオを書く時にどのような苦労があったかというものであった。

これに対し、学習者Ｆは、ユーモアが母語と日本語で違うのが難しかったので、先生にアドバイスを

もらって笑わせる台詞を作ったと述べていた。 

そして、すべての演劇作品の上演が終了した後には、出演者の学習者全員が舞台に上がり、この演

劇上演の感想を一人一人述べた。ほとんどの学習者が練習時間が短かったため、とても緊張していた

が、何とかうまく演技が終えられてよかったと述べていた。また、『私の先輩が好きになってくれるわ

けがない』で先輩が好きな後輩役を演じた学習者Ｘは、初めてこのような女子高生の演技をするので

恥ずかしかったが、観客の笑顔が見えたので楽しかったと述べていた。そして、教師の演出や台詞の

吹き込みが助かったと述べている学習者もいた。 

このように、演劇作品を上演した後に、観客と学習者がインターアクションを行うことで、それぞ

れの「自己」が演劇作品という「学ぶ対象」をどのように感じていたかを考え、それを伝え、お互い

に理解していく機会となっていたといえる。そして、観客が映画や学習者達自身の世界観・メッセー

ジを演劇作品を通して感じていた様子もうかがえる。また、学習者Ｘのコメントからは、学習者が演

技しながら観客の笑顔や笑いなどの反応を受け取ることで励まされていたということも分かる。 

 

5.3 演劇上演の活動に対する学習者の感想の分析 

表8に、学習者のコメントで演劇上演に言及しているものについて、クラス活動ごとにまとめた。

学習者のコメントから、映画という「学ぶ対象」と再度インターアクションを行いながら、その世界

観やメッセージを理解しようとし、映画で印象に残ったシーンや自分達が伝えたい世界観やメッセー

ジを考え出して演劇の台詞の中に込めていた様子が分かる。特に、映画の役柄になりきって台詞を考

え、自身で演じるためには、その役柄の人物像や考え方まで深く考察しなければならなかった様子が

うかがえる。さらに、シナリオや演出について教師にアドバイスをもらうことによって、日本語での

ユーモアを取り入れたりしていた様子も分かる。 

さらに、学習者達が自分とは異なった様々な登場人物を演じることで、自己表現の幅を広げていっ

たこともうかがえる。例えば、授業では『デスノート（アニメ）』Chapter 1 しか視聴しなかったが、

演劇を作成するにあたって、『デスノート』の探偵Ｌ役の学習者Ｃは、実写版映画の『デスノート』の

探偵Ｌのしぐさなどを研究し、自身の演技に取り入れていた。 

また、「仲間の学習者」と協力して演劇を作り上げることで、仲間意識が高まったとしている。グル

ープ活動は、母語が異なる学習者から構成されていたため、日本語でディスカッションするインター

アクション能力も育成される機会となっていたこともうかがえる。一方で、時間調整などの面でグル

ープでの活動に困難を覚えていた学習者もいった。こうしたグループで協力して何かを作り上げる過

程を経験することも、学習者のインターアクション能力を育成することになるといえる。 
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表8 学習者へのアンケートとインタビュー結果のまとめ（演劇上演に関するコメント） 

学習者のコメント（筆者による内容要約） 

●映画の再分析 

・演劇の台詞を練習しながら、映画を思い出して勉強できたのは、復習になった。（学習者A）

●台詞／メッセージ 

・台詞を覚えることは大変だった。どうやって表現したらいいかみんなで考えた。（学習者D）

・台詞を読むより、聞きながら覚える方がやさしいので、先生に台詞の音声を録音して渡し

てもらえてよかった。何度も聞いて発音などをまねした。（学習者A） 

・シナリオは、見たシーンで印象に残った台詞などを入れて考えた。例）ポケットに手を入

れる（学習者D） 

・短期間で自分の言語ではなく、外国語で演劇を準備するのはすごく大変でした。（学習者G）

・台詞を作りながらライトの気持ちや行動を色々考えた。ライトならこういう状況でどんな

台詞を話すのか、どんな行動を見せるのかを考えるのが大変だった。たぶんその時色々考え

たのが、演じた時に役立ったと思う。（学習者G） 

・シナリオを作っている時、自分がどんな台詞を話したいか考えるのが面白かった。みんな

それぞれ言いたいことを考えた。（学習者E） 

・日本人のユーモアが分からないから、先生にアドバイスをもらって直した。先生に面白い

演出をしてもらって、先生のとおり、同じようにやってみた。（学習者F） 

●自己表現の幅の拡大 

・演劇をすることで、自身と全く異なる人格が演じられて、今後の自身の幅が広げられた。

（学習者E） 

・女なのに男の役を演じないといけなかったのが大変だった。 （学習者G） 

・ライトは私とは違って男だし頭もいいし。イケメンだから完全に彼の状況になるのは難し

かった。でも、まるで私がこの世を支配する気持ちになったのは少し楽しかった。（学習者G）

・演劇で、しぶたくという、チャラ男を演じた。はじめは、どんな日本語でやしぐさで演じ

たらいいのか分からなかったので、他のアニメで研究したり、日本人の友だちに聞いたりし

た。今後は、チャラ男の日本語が聞き取りやすくなると思う。（学習者B） 

・Ｌの役作りのため、映画のＬを何度も見て、しぐさなどをまねした。（学習者C） 
●グループ活動 

・演劇は、みんなと一緒に何回もリハーサルして、仲間意識が高まった。道具を作ったり、

どのように表現したり変装したりすべきかみんなで話し合って考えた。（学習者D） 

・演劇は、楽しく学習できる。グループで仲間意識が高められるなどの利点がある。（学習

者E） 

・みんなほとんど日本語もしゃべれたし楽しくできたので、いいメンバーとできたって思う。

（学習者G） 

・授業外のグループ活動（シナリオ作成時）に、中国語の学生が盛り上がって、時々中国語

で話されて分からない時もあったが、基本的には、日本語で話し合いをしていた。（学習者A）

・自身の個人課題が忙しい中、グループの課題があると、時間のやりくりが難しく、グルー

プの課題の締め切りに遅れてしまうことがあった。そういう点で、グループ活動は、自分の

ペースでできないため、不得意である。（学習者A） 

 

こうした演劇作成から上演までのプロセスの中で、学習者達は、映画という「学ぶ対象」を再度分

析しつつ、「自己」の世界観と向かい合い、「仲間の学習者」や「教師」と協力して演出や準備を行っ

て演劇作品を作り上げるという実際のインターアクションを行うことになる。 

また、学習者が映画をもとに、演劇という形で自身の言語と身体で表現していくことで、映画の世

界をより深く理解し、内在化させ、自身の考えや表現の幅を広げることができる。特に、自己のコン

テクストと異なった登場人物を演じることで、自己と登場人物のコンテクストの違いに気づき、自身
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の表現の幅を広げ、新たな自分を創り出していけるといえる。 

そして、演劇上演会では、舞台という架空の空間の登場人物同士でインターアクションを行うとと

もに、自分達のメッセージや表現を観客と共有するという実際のインターアクションも行う。そして、

観客は、上演会に参加することで、学習者達の演技を通して、その世界観とメッセージを読み取り、

解釈する。そして、笑いで和やかな雰囲気を作ったり、固唾をのんで見守ったりと、観客も積極的に

演劇の世界に参加して共に演劇の空間を作っている。 

このように、学習者達は演劇を通して、「学ぶ対象」「自己」「仲間の学習者」「教師」「観客」などと

いう様々な対象と活発なインターアクションを行いながら、総合的なインターアクション能力を育成

させていったといえる。 

 

６．インターアクションの対象とインターアクション行動の関係 

表9と表10は、映画視聴と演劇上演のそれぞれの活動で、学習者が主にどのようなインターアクシ

ョンの対象（学ぶ対象、自己、仲間の学習者、教師、授業外の他者）と、どのようなインターアクシ

ョン行動（言語行動、社会言語行動、社会文化行動）を行うのかという関係をまとめたものである。

インターアクションが弱いものは空欄、ややあるものは○、強いものは◎を記入した。 

 

表9 インターアクションの対象とインターアクション行動の関係（映画視聴） 

インターアクションの対象 

インターアクション行動 学ぶ対象 

（映画） 

自己 仲間の学習者 教師 授業外 

の他者 

(1)言語行動 ◎ ○  ◎  

(2)社会言語行動 ◎ ○ ◎ ◎  

(3)社会文化行動 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

 

表10 インターアクションの対象とインターアクション行動の関係（演劇上演） 

インターアクションの対象 

インターアクション行動 学ぶ対象 

（映画、演劇シナリオ）

自己 仲間の学習者 教師 観客 

(1)言語行動 ◎ ◎  ◎  

(2)社会言語行動 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

(3)社会文化行動 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

まず、映画視聴の活動では、映画という「学ぶ対象」と言語行動、社会言語行動、社会文化行動と

いうすべてのインターアクション行動を行いながら、映画を理解し、特に、社会文化行動の面で、「自

己」との関わりを考えて深めていくといえる。また、「仲間の学習者」とは、主に、ディスカッション

や口頭発表で意見を共有し相互理解するという社会言語行動、社会文化行動の面でインターアクショ

ンすることが中心となる。一方、「教師」は、言語行動、社会言語行動、社会文化行動のすべての面で

インターアクションを行う対象となる。特に、語彙・文法・音声といった言語行動のフィードバック

は、授業活動の中では教師が中心となって行うことになる。そして、口頭発表で映画の分析をする社

会文化行動の際に、インターネットでの映画のコメントなどを参考にするといった学習者もいた。こ

れは、学習者が「授業外の他者」と社会文化行動の面でインターアクションしていることになる。 
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次に、演劇上演の活動では、映画という「学ぶ対象」と再度インターアクションを行いつつ、演劇

シナリオという「学ぶ対象」を新たに創り出すという総合的なインターアクション行動を行うことに

なる。その際、映画や演劇と「自己」との関わりを考え直すといったインターアクション行動も行う。

「仲間の学習者」とは、主に、演劇作品のシナリオを考えたり小道具を準備したりするという社会言

語行動、社会文化行動の面でインターアクションすることが中心となる。一方、「教師」は、シナリオ

の語彙・文法・流れ、演技の演出など、言語行動、社会言語行動、社会文化行動のすべての面でイン

ターアクションを行う対象となる。そして、演劇上演会では、「観客」に演技を通して学習者達の世界

観やメッセージを伝え、質疑応答するといった社会言語行動、社会文化行動を中心に行う。 

このように、映画視聴と演劇上演の活動で、様々な対象と様々なインターアクションを行っていく

ことで、学習者の総合的なインターアクション能力が育成されるといえる。 

 

７．まとめ・今後の課題 

以上、映画と演劇を融合させた授業について分析した。本実践の様々な活動において「学ぶ対象」

「自己」「仲間の学習者」「教師」「観客」などとインターアクションを実際に行うことで、多角的にイ

ンターアクション能力が育成されることが分かった。 

特に、映画視聴で解釈した映画監督や俳優の世界観・メッセージをもとに、学習者自身の世界観や

メッセージを演劇作品に盛り込んでいく様子が見られた。こうした演劇上演によって自身の言語と身

体を用いて表現していくことで、映画の世界をより深く理解し、自身の世界に深く取り込んで内在化

させて、自身の考えや表現の幅を広げることに繋げられる。そして、学習者自身の世界観やメッセー

ジを「仲間の学習者」「教師」「観客」とインターアクションしながら共有することで、相互理解が深

まると考えられる。あるいは、自己のコンテクストと異なった様々な人物を演じることで、学習者は

「自己」とインターアクションし、新たな自己を発見していくであろう。こうした点からも、日本語

授業に映画視聴と演劇上演を取り入れる意義があるいえる。そして、映画視聴と演劇上演を融合させ

ることで、より多角的、かつ、総合的なインターアクション能力が育成されると考える。 

今後の課題としては、映画という生教材を扱う際、学習者のレベルに応じた補助教材などの提示方

法を工夫していくことが挙げられる。例えば、映画の中の日本語の聞き取りや語彙理解が困難な学習

者に対しては、日本語や英語などの字幕つきのＤＶＤを視聴させたり、映画スクリプトや語彙リスト

を充実させたりする必要があるだろう。 

さらに、今回の授業では、盛りだくさんの活動を取り入れたため、時間が十分取れなかった活動も

ある。各活動の時間配分の検討も今後の課題である。特に、映画のメッセージの分析をより深めるた

めには、ディスカッションなどの時間を十分とって行うべきであろう。また、演劇の基礎トレーニン

グを取り入れるなど、より時間をかけて本格的に演劇を授業で行う方法も検討する必要がある。 

 

注 

(1) 『いま、会いにゆきます』と『デスノート』の語彙リストは、ストーリー展開とテーマを理解す

る上で重要なキーワードや、学習者にとって未習語の可能性が高い語彙を中心に教師がリスト化し

たものである。一方、『カイジ』の語彙リストは、学習者が自身の担当シーンについて口頭発表す

る際に、そのシーンとテーマを説明するのに重要なキーワードだと判断して発表資料の中で提示し

たものである。これらの単語リストの中から、漢語、和語、オノマトペなど、映画のストーリーの

文脈の中での用い方が重要であると教師が判断したものを中心に、単語クイズを作成した。 

(2)演劇作品『トトロノート』のラストシーン（上演例(6)(7)）は、次のような学習者と教師のインタ

ーアクションを経てシナリオを作成した。まずはじめに学習者がシナリオを作成した際は、以下の
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ように、ライトがトトロの裏切りを知って死んでいくシーンで終わっていた。 

  シナリオ第１稿： 

トトロ：（デスノートに書いたライトの名前を見せる） 

ライト：何をしてたよ、トトロ！あいつの名前といったんだろう！何で？？ 

トトロ：お前もおもしろくない、ライト。 

ライト：お前が僕を裏切った！！（死ぬ） 

このシナリオを読んで、教師は、以下のようなシナリオ修正案をメールで返送した。赤字部分は文

法・表現的に修正した方がいい箇所、青字部分は登場人物のキャラクター設定やストーリーの内容

を明確にしたり盛り上げたりするための教師の提案箇所として、学習者に提示した。特に、ライト

の最後の台詞は、前半の映画視聴の活動の際に用いた『デスノート』のディクテーション教材のス

トーリー内容や、映画のラストシーンの内容を参考に、教師が加筆した。そして、最後の行にトト

ロの台詞を入れて、この演劇でどのようなテーマを表現しているかを語らせてはどうかと助言した。 

  シナリオ第１稿への教師の修正案： 

トトロ：（デスノートに書いたライトの名前を見せる） 

ライト：何をするんだよ、トトロ！あいつの名前を書けと言っただろう！ 

何で？？何で僕の名前を･･･？ 

トトロ：お前も、おもしろくない、ライト。 

ライト：お前は･･･、僕を裏切ったんだな！！トトロ･･･ 

死神のトトロ･･･「トトロノート」の落とし主･･･ 

一緒にいい世界を作ろうって言ってたじゃないか･･･ 

ううっ．（死ぬ） 

トトロ：？？？   

（⇒Ｑ：最後にトトロのセリフを入れてはどうですか。ライトが人間界の神になろうとした愚

かな考えを持ったことについてなど？何かこの演劇作品のメッセージとなることなど？） 
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【資料１-1】  『いま、会いにゆきます』単語クイズ（穴抜き）：学習者Ｘの例 

 

学習者Ｘ 
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【資料１-2】  『いま、会いにゆきます』単語クイズ（ストーリー説明）：学習者Ｘの例 
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【資料2】  『カイジ』発表評価シート：学習者Ｇの例 

『カイジ』発表 評価
ひょうか

シート 

発表者:  グループ１  学習者Ｇ            評価者:     中井      

① 発表内容 

＊ストーリー概要 

人物関係、ゲームのルール、カイジの作戦と結末などが分かりやすくまとめられました。 

＊分析（深さ、面白さ、独自性など） 

・ジャンケンゲームはまだ１回戦なので、カイジはまだ完全には変わっていないのだが、変

わる過程にあるという点がおもしろかったです。前のカイジが努力しない無気力な若者だっ

たのが、ジャンケンゲームで必死になって頭を使って勝とうとする、自分から積極的に努力

しようとしている姿、自分から選んで石田とともに別室に送られることにした決心などにつ

いてもう少し深く分析して、カイジの変化の過程を説明できるともっとよかったと思います。 

・『ライアーゲーム』と比較した点もよかったです。『カイジ』では「負け組み」と呼ばれる

若者の勝負がテーマになっている点についても、もう少し説明できるとよかったでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18／２０ 

② 構成（説明の順番の分かりやすさ） 

発表の流れがよかったので、分かりやすかったです。 

 

10／10 

③ 表現力 

＊発音・イントネーション 

・促音「っ」の発音に気をつけましょう： うらぎって  べっしつ 

・長音（long vowels）： きぼう 

・その他： ミス  うらぎりました    

・全体的にまだ少し韓国語のアクセントが日本語にあるので、気をつけましょう。 

 

 

 

 

4／5 

＊文法・語彙 

・～に会った 

・Ｖことに成功した／失敗した 

・発表は話し言葉で話すので、次の表現に気をつけましょう。 

  「～Plain form ＋が、～」⇒「「です／ます」体＋が、～」 

    例）「～しなくてはならないが、～」  ⇒ 「～しなくてはなりませんが、～」 

          書き言葉              話し言葉 

 

 

 

 

 

 

4.5／5 

＊効果（スピード・流暢さ、声の大きさ、視線、表情、ボディランゲージ・ｐｐｔ・映像・

資料など） 

・とてもすらすら話せていたので、聞きやすかったです。 

・声の大きさもちょうどよかったです。 

・表情をもっと豊かにするともっとよくなると思います。 

・ＰＰＴや映像の使い方も分かりやすかったです。 

・ハンドアウトには、名前や映画のタイトル、チャプターなどを入れた方がいいです。 

 

 

 

 

 

9／10 

全体コメント： よく準備できていたと思います。小さな日本語のミスをチェックしたり、

日本語の発音などの練習をもう少ししたりしてから発表するともっと上手になると思いま

す。また、メッセージの分析は、もう少し深く、自分達とのことと関連付けて話せるともっ

とよかったと思います。 

合計点
ごうけいてん

: 

45.5／５

０ 
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【資料3】  『デスノート』意見ワークシート：学習者Ｂの例 

 

 
 

学習者Ｂ
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